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理科１ 大地の成り立ちと変化（地震の伝わり方と地球内部の働きについて） 

                                 ＜基本問題①＞ 

 

  組  番 名前             

 

 下の図１は，地震の

起こった際の地球の表

面と内部を模式的に表

したものである。また，

図２はある地震の地震

計の波形を記録したも

のをスケッチしたもの

である。このことから，

地震に対する以下の説明にあてはまる言葉を答えなさい。 

 

(1) 地震の起こった地点(図１の①)を何というか。 

 

(2) (1)の真上の地表(図１の②)を何というか。 

 

(3) 地震で，はじめに感じる小さなゆれ(図２の③)を何というか。 

 

(4) (3)のゆれの後に続く大きなゆれ(図２の④)を何というか。 

 

(5) (3)のゆれが続く時間(図２の⑤)を何というか。 

 

 

(1) 

 

 

 

(2) 

 

 

 

(3) 

 

 

 

(4) 

 

 

 

 

 

(5) 
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理科１ 大地の成り立ちと変化（地震の伝わり方と地球内部の働きについて） 

                                 ＜基本問題②＞ 

 

  組  番 名前             

 

 

 地震による大地の変化，地震被害について，次の

問いに答えなさい。 

 

(1) 右の写真は大地震（濃尾地震）によってでき

た地表のようすである。このような土地のくい

ちがいを何と呼ぶか。 

 

 

 

(2) 大地震の際，埋め立て地など砂や泥でできたやわらかい土地で，土砂と水がふき出

して地面がくずれることがある。この現象を何というか。 

 

 (3) 海底での大地震の際起こり，大きな災害となる現象を何というか。 

 

 

(1) 

 

 

   

 

 

(2) 

 

 

   

 

 

(3) 

 

 

    

 

写真:本巣市教育委員会提供 
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理科１ 大地の成り立ちと変化（地震の伝わり方と地球内部の働きについて） 

                                 ＜応用問題①＞ 

 

  組  番 名前             

 

 図１は，ある地震の各地の震度

の分布である。 

次の問いに答えなさい。 

  

(1) この地震は，千葉県東方沖の

深さ 58 ㎞の場所で発生した。

図１の×印は地震が起こった

場所の真上にあたる。この場

所を何というか。 

(2) 図１の千葉，軽井沢，富山の

３地点のうち，初期微動が最

も長く続くのはどこか。 

(3) (2)と判断した理由を簡単に  

答えなさい。 

(4) 図１から，震度の分布のひろ

がり方にはどのようなきまり

があるか説明しなさい。 

(5) この地震の際，千葉県では塀が倒れたり屋根
かわら

瓦 が落ちてしまうほどの被害が発生し

た。しかし，大きな被害を受けた地域は，千葉県東部が中心で，比較的狭い範囲に限

定された。この理由を（震源 震度 マグニチュード）の語句を使って簡潔に説明し

なさい。ただし，この地震の規模は，Ｍ(マグニチュード)６．７であり，関東大震災

はＭ７．９であった。 

 

(1) 

 

 

 

(2) 

 

 

 

(3) 

 

 

 

(4) 

 

 

 

 

(5) 

 

 

 

  

 

 

 

【思・判・表】

【思・判・表】

【思・判・表】

【思・判・表】
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理科１ 大地の成り立ちと変化（地震の伝わり方と地球内部の働きについて） 

                                 ＜応用問題②＞ 

 

  組  番 名前             

 

 下の表は，兵庫県南部地震の震源からの距離と地震波が届くまでの時間を表したもので

ある。この記録をもとに次の問いに答えなさい。【思・判・表】 

 兵庫県南部地震の記録（１９９５年１月１７日５時４６分５２秒発生） 

地点 震源からの距離 Ｐ波が届くまでの時間 Ｓ波が届くまでの時間

大阪     ４５㎞          ８秒         １４秒 

舞鶴     ９８㎞        １６秒         ２８秒 

彦根    １３４㎞        ２２秒         ３９秒 

福井    １９５㎞        ３１秒         ５５秒 

(1) 上記の表をもとに震源からの距離とＰ波，Ｓ波が届くまでの時間の関係をグラフで

表しなさい。（Ｐ波は○，Ｓ波は□で表す）

(2) (1)のグラフからＰ波，Ｓ波それぞれについて，時間と距離はどのような関係とい  

えるか。 

  (3) 震源からの距離と初期微動継続時間の関係をグラフに表しなさい。（横軸に時間を， 

  縦軸に距離をとる。） 

(4) (3)のグラフから初期微動継続時間と震源までの距離はどのような関係といえるか。

(5) この地震の際，ある地点で地震に遭遇した。その際，初期微動継続時間を測定した

ら１０秒続いていた。ある地点は震源から何 km 離れているか。 

 

 

(1)

 

 

(2) P 波
 

 
S 波
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(3) 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 

 

 

 

 

 

(5) 
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理科１ 大地の成り立ちと変化（地震の伝わり方と地球内部の働きについて） 

                                 ＜応用問題③＞ 

 

  組  番 名前             

 

 下の図は，地球表面の断面を模式的に表したものである。これについて，次の問いに答

えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 (1) 図中のＡ，Ｂ，Ｄを何というか。 

 (2) 図中のＢは，きわめてゆっくりと動いている。Dの両側では，符号ア，イと符号ウ，

エの，それぞれどちらの方向へ動いているか。 

 (3) 海の山脈ができている部分はどこか。符号Ａ，Ｂ，Ｄから選んで答えなさい。 

 (4) (3) で答えた場所に山脈ができる理由を簡単に答えなさい。 

 (5) 図中のＡ，Ｂ，Ｃのどの付近で地震が最も多く発生するか。符号で答えなさい。 

 (6) (5) で答えた場所に地震が多発する理由を簡単に答えなさい。 

 

(1) 

 

Ａ 

 

       

 

Ｂ 

 

   

 

Ｄ 

 

    

 

(2) 

 

    

 

     

 

(3) 

 

       

 

 

(4) 

 

 

 

(5) 

 

    

 

 

(6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表】
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理科１ 大地の成り立ちと変化（地震の伝わり方と地球内部の働きについて） 

                               ＜基本問題①＞ 

 

 

(1) 

 

震源 

 

(2) 

 

震央 

 

(3) 

 

初期微動 

 

(4) 

 

 

主要動 

 

 

(5) 

 

 

初期微動継続時間 
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理科１ 大地の成り立ちと変化（地震の伝わり方と地球内部の働きについて） 

                                 ＜基本問題②＞ 

 

 

(1) 

 

 

断層 

 

 

(2) 

 

 

液状化現象 

 

 

(3) 

 

 

津波 

 

 



 - 9 - 

理科１ 大地の成り立ちと変化（地震の伝わり方と地球内部の働きについて） 

                                 ＜応用問題①＞ 

 

 

(1) 

 

震央 

 

(2) 

 

富山 

 

(3) 

 

震源からの距離が一番離れているから 

 

(4) 

 

震央付近では最もゆれが大きく，遠く離れるにつれて小さくなる 

 

 

(5) 

 

 

 

この地震のマグニチュードは，それほど大きくない(比較的小さい)ため，

震源から遠い場所では震度が小さく被害を受けずにすんだ。  

 

 

 

 (4)について，震央付近のゆれが大きく，震源から離れると小さくなることが書かれて 

いれば正解とする。部分点は以下の通りとする。 

  震央付近のみの記載(1/2)  離れた場所の記載(1/2) 

 

 (5)について，この地震の規模(地震のエネルギー，マグニチュード)と被害の広がりに 

ついての関係が書かれていれば正解とする。ただし，被害の発生や被害の規模は，震度 だ

けでは確定できないということも解説場面で触れてほしい。 

 



 - 10 - 

理科１ 大地の成り立ちと変化（地震の伝わり方と地球内部の働きについて） 

                                ＜応用問題②＞ 

 

 

(1) 

 

 

  

 

(2) 

 

 

P 波 

 

 

比例関係 

 

 

S 波 

 

 

比例関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 

 

 

         比例関係 

 

 

(5) 

 

 

   ８０ｋｍ(78～82km) 

 

(1)については，各値の点がとってある。(各 1/2) 

 原点を通る右上がりの直線がそれぞれに引けている。(各 1/2) 

(2)については，各値の点がとってある。(1/2) 

  原点を通る右上がりの直線が引いてある。(1/2) 
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理科１ 大地の成り立ちと変化（地震の伝わり方と地球内部の働きについて） 

                                 ＜応用問題③＞ 

 

 

(1) 

 

Ａ 

 

      海溝 

 

Ｂ 

 

     プレート 

 

Ｄ 

 

     海嶺 

 

(2) 

 

    ア 

 

    エ 

 

(3) 

 

      D 

 

 

(4) 

 

地球内部からわき上がる高温の物質によって新しいプレートが作られるた

め 

 

(5) 

 

    Ａ 

 

 

(6) 

 

 

 

 

・海のプレートが大陸の下にしずみこむ場所では，陸側のプレートも一緒に

引きずり込まれてしまう。ひずみがたまると時々はね返ったり，岩盤がたえ

きれなくなり壊れて大規模な地震が発生する。 

 

 

(4)について，海嶺では高温の物質（マグマ）がわき上がっていることが書かれていれば正

解とする。 

 

(6)について，以下の４点が書かれていて正解とする。 

 海洋のプレートが大陸のプレートの下にしずみこむ。(1/4) 

 陸側のプレートも一緒に引きずり込まれる。(1/4) 

 陸側のプレートにひずみがたまる。(1/4) 

 はね返る又は岩盤が壊れる(断層ができる)(1/4) 

 


